
 

 

 

 

 

 

7.クッタラカルデラ 



噴出物
年代

(年前:暦年)

噴出量

(DRE km3)

(裏地獄) AD1800頃 －

(大湯沼) AD1800頃 －

Nb-a～l
8500年前～

AD1663
－

日和山

溶岩ドーム
14,500 0.04

橘湖アグル

チネート
不明 不明

kt-1

テフラ
43,580 14.4

Kt-2テフラ 44,540 10.2

Kt-Tk

テフラ群
46,000 2.5

東山 不明 0.2

北山溶岩類 不明 0.5

472m峰 49,000※ 0.2

Kt-3テフラ 49,000 20.1

Kt-Hy

テフラ
51,000 0.6

Kt-4テフラ 55,000 11

Kt-5テフラ 57,000 不明

Kt-6テフラ 60,000 16.8

Kt-7テフラ 70,000 10.8

Kt-8テフラ 80,000 9.9

石山溶岩流 不明 不明

地獄谷火砕丘 不明 不明

先
ア

ロ
ヨ

7.クッタラカルデラ

－：水蒸気爆発

※：層序関係から年代を推定して反映

登
別
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噴出量－時間階段図（クッタラカルデラ）

Kt‐8

Kt‐7

Kt‐6

Kt‐4

Kt‐Hy

Kt‐3

Kt‐Tkテフラ群

東山

472m峰

北山溶岩類

Kt‐2

Kt‐1
日和山溶岩ドーム

先アロヨステージ アロヨステージ 登別ステージ
？

★

★：カルデラ形成

クッタラステージ

石山溶岩流，

地獄谷火砕丘?

橘池アグルチネート

Kt‐5
活動年代が期間として

反映されているイベント

年代，噴出量が不明なイベント

※楕円の幅は想定される活動期間に相当

 

第 7－1 図 噴出量－時間階段図（クッタラカルデラ）



第 7－1表 データセット（クッタラカルデラ） 

種類 年代値 根拠 信頼度 年代(年前：暦年)　
注2）

体積（km
3
） 根拠 信頼度 体積(DRE)　

注4）

(裏地獄) 水蒸気爆発 AD1800頃 層序 ○ AD1800頃 － － － － － － －

(大湯沼) 水蒸気爆発 AD1800頃 層序 ○ AD1800頃 － － － － － － －

Nb-a～l 水蒸気爆発 8500年前～AD1663 14C年代(cal) ◎ 8500年前～AD1663 － － － － － － －

日和山

溶岩ドーム
溶岩ドーム 15±4ka,14±4ka FT年代 ◎ 15ka～14ka 14,500 0.04

※4 根拠未記載 △ 0.04 0.04 97.24

橘湖

アグルチネート
火砕丘 完新世初頭 層序 △ － － 不明 － － － － －

kt-1

テフラ

火砕流サージ

降下火砕物

41,200±1,180yBP

約40ka

14
C年代

引用

◎

▲

42,713-46,718※2

43,270-43,934※2
43,580 14.4※4 分布面積と層厚から算出

早川法
○ 14.4 14.4 97.2

Kt-2テフラ 降下軽石 約41ka 堆積速度の内挿 ○ 44,228-44,860※2 44,540 10.2※4 早川法 ○ 10.2 10.2 82.8

Kt-Tk

テフラ群

降下スコリア

溶岩流

45,500±2,000yBP

49ka～46ka
14C年代(引用) ◎

45,347-50,000※2

46ka
46,000 2.5※4 早川法，

分布面積と層厚から算
○ 2.5 3.4 72.6

東山
溶岩流，

降下火砕物
不明 － 0.2※4 ○ 0.2 － －

北山溶岩類
溶岩流，

降下スコリア
不明 － 0.5

※4 ○ 0.5 － －

472m峰 溶岩流 不明 － 0.2
※4 分布面積と層厚から算出 ○ 0.2 － －

Kt-3テフラ
降下軽石，

サージ
49ka 堆積速度の内挿 ▲ 49,000 49,000 20.1※4 分布面積と層厚から算出

早川法
○ 20.1 20.1 69.2

Kt-Hy

テフラ

火砕流サージ

降下火砕物
約51ka 堆積速度の内挿 ▲ 51,000 51,000 0.6

分布面積と層厚から算出

早川法
○ 0.6 0.6 49.1

Kt-4テフラ
火砕流サージ

降下軽石

49,200±1,700yBP

約55ka

14
C年代(引用)

堆積速度の内挿

△

▲
55,000 55,000 >11※4 分布面積と層厚から算出

早川法
△ >11 11 48.5

Kt-5テフラ 降下軽石 約57ka 堆積速度の内挿 ▲ 57,000 57,000 不明 － － － － －

Kt-6テフラ
火砕流サージ

降下軽石
約60ka 堆積速度の内挿 ▲ 60,000 60,000 16.8※4 分布面積と層厚から算出

早川法
○ 16.8 16.8 37.5

Kt-7テフラ
火砕流,

降下軽石
70ka※1 堆積速度の内挿 ▲ 70,000 70,000 10.8※4※5 分布面積と層厚から算出

早川法
△ 10.8 10.8 20.7

Kt-8テフラ
火砕流，

降下火砕物
約80ka 層序 ▲ 80,000 80,000 9.9※4※5 分布面積と層厚から算出

早川法
△ 9.9 9.9 9.9

石山溶岩流 溶岩流 不明 － － － － 不明 － － － － －

地獄谷

火砕丘
降下軽石 不明 － － － － 不明 － － － － －

※1：階段図等から読み取った年代

※2：暦年較正にはCalib7を使用した

採用噴出量

（DRE km
3
）

積算噴出量

（DRE km
3
）

注1）：名称については，より新しい知見に基づく

注2）：測定誤差の小さいものを選出した

注3）：幅がある場合には中央値を採用した

注4）：DRE換算は火砕流：1.2g/cm
3
（溶結：1.6），

降下火砕物：1.5g/cm
3
，成層火山：1.9g/cm

3
,

溶岩：2.5g/cm
3
を用いた(Umeda et al, 2013)

× 46,000-49,000
46,000-49,000

(層序から推定)

分布面積と層厚から算

出?

早川法

・放射年代：◎査読付論文，○講演要旨等(査読なし)，

△層序と矛盾,試料・測定に疑問,根拠未記載

・堆積速度の内挿，時間間隙を均等分配：

●上下層が放射年代で規定，▲上下層が未規定

・古文書解析，近代観測：◎　・本調査内で文献を基に推定：×

※3：文献の暦年代が層序と矛盾する場合，Calib7で較正し直した

※4：文献中でDRE換算されている値

※5：階段図等から読み取った体積

※6：第四紀火山カタログ委員会編(1999)より引用

※7：第四紀火山カタログと文献の体積の差分

○：信頼度高い

△：信頼度低い

×：文献を基に推定した

7.クッタラカルデラ

名称　注1） 年代 噴出量

文献
採用年代値　注3） 文献



第 7－2表（1） 活動履歴帳票（クッタラカルデラ） 

　

主要参考文献　森泉(1998)

活動期 噴出物 マグマ種類 噴火様式 年代 根拠 引用信頼度 根拠 引用 信頼度

(裏地獄) － 水蒸気爆発 AD1800頃 層序 *1 ● － － － －

(大湯沼) － 水蒸気爆発 AD1800頃 層序 *1 ● － － － －

Nb-a～l － 水蒸気爆発 8500年前～AD1663 14
C年代(cal) *4 ◎ － － － －

日和山溶岩ドーム デイサイト 溶岩ドーム(潜在) 15±4ka,14±4ka FT年代 *3 ◎ 0.04 根拠未記載 *4 △

橘湖アグルチネート 安山岩 火砕丘 完新世初頭 層序 *5 △ 不明 － － －

クッタラ-1(Kt-1)テフラ
デイサイト

～流紋岩

プリニ―式噴火：火砕流，

サージ，降下軽石・スコリア

41,200±1,180yBP

約40ka

14
C年代

引用

*6

*4

◎

▲
14.4

分布面積と層厚から

算出，早川法
*4 ○

Kt-2テフラ デイサイト プリニ―式噴火：降下軽石 約41ka 堆積速度の内挿 *7 ○ 10.2 早川法 *4 ○

クッタラ-竹浦スコリア層

(Kt-Tkテフラ群）

安山岩～

玄武岩
降下スコリア，溶岩流 45,500±2,000yBP 14

C年代(引用) *6 ◎ 2.5
分布面積と層厚から

算出?，早川法
*4 ○

東山 安山岩 溶岩流，降下火砕物 不明 － － － 0.2 *4 ○

北山溶岩類 安山岩 溶岩流，降下スコリア 不明 － － － 0.5 *4 ○

472m峰 安山岩 溶岩流 不明 － － － 0.2 分布面積と層厚から算出 *4 ○

Kt-3テフラ
安山岩～

デイサイト

プリニ―式噴火：

降下軽石，サージ
49ka 堆積速度の内挿 *7 ▲ 20.1

分布面積と層厚から

算出，早川法
*4 ○

クッタラ-早来(Kt-Hy)テフラ デイサイト
火砕流，サージ，

降下火山灰・軽石・スコリア
約51ka 堆積速度の内挿 *7 ▲ 0.6

分布面積と層厚から

算出，早川法
*4 ○

Kt-4テフラ

玄武岩質

安山岩～

流紋岩

プリニ―式噴火：

火砕流，サージ，降下軽石

49,200±1,700yBP

約55ka

14
C年代(引用)

堆積速度の内挿

*4

*7

△

▲
>11

分布面積と層厚から

算出，早川法
*4 △

Kt-5テフラ 流紋岩
プリニ―式噴火：

降下軽石
約57ka 堆積速度の内挿 *7 ▲ 不明 － － －

Kt-6テフラ
流紋岩～

デイサイト

プリニ―式噴火：

火砕流，サージ，降下軽石
約60ka 堆積速度の内挿 *7 ▲ 16.8

分布面積と層厚から

算出，早川法
*4 ○

Kt-7テフラ －
プリニ―式噴火:

火砕流,降下軽石
70ka

※2 堆積速度の内挿 *7 ▲ 10.8※2
分布面積と層厚から

算出，早川法
*4 △

Kt-8テフラ －
マグマ水蒸気噴火：

火砕流，降下火山灰・軽石
約80ka 層序 *7 ▲ 9.9※2 分布面積と層厚から

算出，早川法
*4 △

石山溶岩流 安山岩 溶岩流 不明 － － － 不明 － － －

地獄谷火砕丘(層位不明) － 降下軽石 不明 － － － 不明 － － －

引用文献

*1：佐々木央岳，鳥口能誠，畠山 信，後藤芳彦（2005）：北海道南西部登別火山，日和山潜在ドームの形成史．日本火山学会講演予稿集，P10.

*2：Goto, Y., Sasaki, H., Torikuchi, Y. and Hatakeyama, A. (2013): History of Phreatic Eruptions in the Noboribetsu Geothermal Field, Kuttara Volcano, Hokkaido, Japan. Bull Vol,

58, pp.461－472.

*3：Goto, Y. and Danbara, T. (2011):Zircon Fission-track Dating of the Hiyoriyama Cryptodome at Kuttara Volcano, Southwestern Hokkaido, Japan. Bull vol, 56, pp.19－23.

*4：森泉美穂子（1998）：クッタラ火山群の火山発達史．火山，43，pp.95－111.

*5：山崎哲良（1993）：倶多楽火山の地質と岩石．石井次郎教授追悼論文集，pp.19－30.

*6：加藤茂弘，山縣耕太郎，奥村晃史（1995）：支笏・クッタラ両火山起源のテフラに関する加速器質量分析（AMS）法による14C年代．第四紀研究，34，pp.309－313.

*7：山縣耕太郎（1994）：支笏およびクッタラ火山のテフロクロノロジー．地学雑誌，103，pp.268－285.

【年代】0.08Ma～現在(200yBP)　【体積】76.5km3

引用DB　日本の火山(http://gbank.gsj.jp/volcano/)

　　　【年代】西来ほか編(2014)，中野ほか編(2013)

　　　【体積】第四紀火山カタログ委員会編(1999)

噴火史の概略

体積 注)

DRE(km3)

溶岩ドーム

形成

竹浦火山

形成

クッタラ

カルデラ形成

76.5

>62.8
※1

先クッタラ

カルデラ形成

(溶岩流主体)

(降下テフラ

　主体)

竹浦ステージ

アロヨ

ステージ

分布面積と層厚から

算出?，早川法

7.クッタラカルデラ

細分・別称

クッタラ

ステージ

登別ステージ

データベース(DB)等による年代・体積

※1：第四紀火山カタログ委員会編(1999)を引用

※2：文献中の階段図等から読み取った値

　注）DREに換算されている場合は斜体で表記した

先アロヨ

ステージ

・放射年代：◎:査読付論文，○:講演要旨等，

　△:層序と矛盾,試料・測定に疑問,根拠未記載

・堆積速度の内挿,時間間隙を均等分配,層序：

　●:上下層が放射年代で規定,▲:上下層が未規定

・古文書解析，近代観測：◎

信頼度

◎>○>△



第 7－2表（2） 活動履歴帳票（クッタラカルデラ） 

7.クッタラカルデラ

図 倶多楽火山地域周辺の地質図(山崎，1993)

図 倶多楽火山における階段図(森泉，1998)

図 倶多楽火山の噴火史(森泉，1998)



第 7－3表 既存文献における噴出量－時間階段図（クッタラカルデラ） 

No マグマ種類 年代
体積

(DRE km3)

1 デイサイト～流紋岩 40ka 14.4

2 デイサイト 43ka 10.2

3 安山岩～玄武岩 49～46ka 2.5

4 安山岩～デイサイト 49ka 20.1

5 デイサイト 51ka 0.6

6 流紋岩～玄武岩質安山岩 55ka ＞11

7 流紋岩～デイサイト 60ka 16.8

8 － 70ka 10.8

9 － 80ka 9.9Kt-8 火砕流，降下火山灰・軽石 層序 分布面積と層厚で算出,早川法(階段図から読取り) 暦年未較正，体積DRE

Kt-6 火砕流，サージ，降下軽石 堆積速度の内挿 分布面積と層厚，早川法 暦年未較正，体積DRE

Kt-7 火砕流,降下軽石 堆積速度の内挿 分布面積と層厚で算出,早川法(階段図から読取り) 暦年未較正，体積DRE

Kt-Hy 火砕流，サージ，降下火山灰・軽石・スコリア 堆積速度の内挿 分布面積と層厚，早川法 暦年未較正，体積DRE

Kt-4 火砕流，サージ，降下軽石 根拠未記載(階段図から読取り） 分布面積と層厚，早川法 暦年未較正，体積DRE

Kt-Tk 降下スコリア，溶岩流 根拠未記載(階段図から読取り） 早川法,分布面積と層厚で算出？ 暦年未較正，体積DRE

Kt-3 降下軽石，サージ 堆積速度の内挿 分布面積と層厚，早川法 暦年未較正，体積DRE

Kt-1 火砕流，サージ，降下軽石・スコリア 根拠未記載(階段図から読取り） 分布面積と層厚で算出，早川法 暦年未較正，体積DRE

Kt-2 降下軽石 根拠未記載(階段図から読取り） 早川法 暦年未較正，体積DRE

7.クッタラカルデラ 引用文献

森泉(1998)

噴出量-時間階段図

噴出量-時間階段図中の年代値(一覧表)

噴出物名称 噴火様式 根拠 根拠 備考

80ka 現在

全活動期間

(中野ほか編,2013)

(西来ほか編,2014)

噴出量-時間階段図

の対象期間

(森泉，1998)

4

3.
2.
1.

4.5.

6.
7.

8.
9.

 



第 7－4表 収集文献リスト（クッタラカルデラ） 

7

噴出量-

時間

階段図

噴出量

(体積)
方法

活動

年代
方法 層序

噴出物

分布

噴火

様式

マグマ

特性
その他

7-a 加藤茂弘，山縣耕太郎，奥村晃史 1995
支笏・クッタラ両火山起源のテフラに関する加速器質量分析(AMS)法

による14C年代
第四紀研究 × × － ○

A,D

(
14
C)

○ × × × －

7-b
Yoshihiko Goto, Hirotaka Sasaki,

Yoshimasa Toriguchi, Akira Hatakeyama
2011

A Phreatic Explosion after AD1663 at the Hiyoriyama Cryptodome, 

Kuttara Volcano, Southwestern Hokkaido, Japan
Bull. Vol × ○ a ○ D ○ ○ ○ × －

7-c Yoshihiko Goto, Tohru Danbara 2011
Zircon Fission-track Dating of the Hiyoriyama Crytodome at Kuttara 

Volcano, Southwestern Hokkaido, Japan
Bull. Vol × × － ○

A

(FT)
○ × ○ ○ －

7-d
Yoshihiko Goto, Hirotaka Sasaki,

Yoshimasa Toriguchi, Akira Hatakeyama
2013

History of Phreatic Eruptions in the Noboribetsu Geothermal Field, 

Kuttara Volcano, Hokkaido, Japan
Bull. Vol × ○ a ○

A,D

(
14
C)

○ × ○ × －

7-e
後藤芳彦，佐々木央岳，鳥口能誠，

畠山信
2013 北海道クッタラ(登別)火山の噴火史

日本火山学会

講演予稿集
× × － ○

A,D

(14C)
○ × ○ × －

7-f  佐々木央岳，鳥口能誠，畠山信，後藤芳彦 2005 北海道南西部登別火山，日和山潜在ドームの形成史
日本火山学会

講演予稿集
× × － ○ D ○ × ○ × －

7-g 山崎哲良 1985 北海道南西部，クッタラ火山の地質 地球科学 × ○ e ○
A,D

(14C)
○ ○ ○ × －

7-h 山崎哲良 1986 クッタラ火山・大湯沼-地獄谷爆発堆積物の14C年代 地球科学 × × － ○
A

(14C)
○ × × × －

7-i 山崎哲良 1990 倶多楽火山・外輪山期直後の噴出物
日本地質学会

講演要旨集
× × － × － ○ × × ○ －

7-j 山崎哲良 1991 倶多楽火山の外輪山期噴出物の地質と岩石 地球科学 × × － × － ○ ○ ○ × －

7-k 山崎哲良，高島勲 1993 倶多楽火山層序とTL年代
日本地質学会

講演要旨集
× × － ○

A

(TL)
○ × ○ × －

7-l 山崎哲良 1993 倶多楽火山の地質と岩石
石井次郎教授

追悼論文集
× × － ○ D ○ ○ ○ ○ －

7-m 山縣耕太郎 1994 支笏およびクッタラ火山のテフロクロノロジー 地学雑誌 ○(●■) ○ a ○ D ○ ○ ○ × －

7-n 森泉美穂子，荒牧重雄 1993 クッタラ火山の噴火史
日本火山学会

講演予稿集
× × － × － ○ × ○ ○ －

7-o 森泉美穂子 1998 クッタラ火山群の火山発達史 火山 ◎(●■) ○ c ○ B,D ○ ○ ○ ○ －

7-p
森泉美穂子，宇井忠英，中川光弘，

荒牧重雄
1994 クッタラ火山群の岩石化学組成の多様性

日本地質学会

講演要旨集
× × － × － ○ × ○ ○ －

7-q 胆振団体研究会 1990 クッタラ火山の火砕堆積物 地球科学 × × － ○
A,D

(14C)
○ ○ ○ ○ －

7-r 勝井義雄，岡田弘，中川光弘 2007 多様な火山　5登別火山 北海道の活火山 × × － ○ F ○ ○ ○ × －

7-s  鳥口能誠，佐々木央岳，畠山信，後藤芳彦 2005
北海道南西部，登別火山における最新の噴火：

日和山-大湯沼-裏地獄火口列で起きた水蒸気爆発

日本火山学会

講演予稿集
× × － ○ D ○ × ○ × －

7-t  畠山信，佐々木央岳，鳥口能誠，後藤芳彦 2005
北海道南西部クッタラカルデラの周囲を取り巻く環状構造：

先クッタラカルデラ？

日本火山学会

講演予稿集
× ○ c × － ○ × × × －

7-u 第四紀火山カタログ委員会 1999 第四紀火山カタログ × ○ e ○ D ○ ○ ○ ○ －

記載事項の有無

備考

◎:記載あり(最良)

○:記載あり

（ 噴出量の対象

   ●:降下火砕物

   ■:溶岩流

　 ▲:山体一括)

a:地質調査

b:地質図等

c:引用

d:その他

e:不明

A:放射年代

B:層序

C:古文書記載

D:引用

E:その他

F:不明

クッタラカルデラ

No 著者 発行年 題名 雑誌名
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